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　今号の話題

　○シンガポールで魅力発信

　　観光プロモーション実施

　○ホルメンコーレンマーチ開催

　　銀世界で冬の競技楽しむ

　○指宿・千歳フェア開催中

　　シェラトン鹿児島で３１日まで

　

観
光
連
盟
は
２
月
18
日
～
21
日
の
日

程
で
、
市
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
連
携

し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
地
の
日

本
官
公
庁
等
を
訪
問
し
て
訪
日
事
情
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
、
千
歳
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
絡
め
た
商
品
造
成
を
念

頭
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
誘
客
促
進

に
努
め
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
北
海
道
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務

所
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
、

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

事
務
所
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店

を
訪
問
し
た
ほ
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
と
の
懇
談
や
現
地
旅

行
会
社
と
の
商
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

訪
問
を
通
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

北
海
道
の
知
名
度
と
人
気
の
高
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
健
康
志
向
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
旅
行
会
社

に
は
２
０
２
５
年
開
催
の
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ

国
際
マ
ラ
ソ
ン
を
フ
ッ
ク
に
、
千
歳
を

コ
ー
ス
に
組
み
込
ん
だ
商
品
造
成
に
つ

な
が
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
都
市
機

能
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
千
歳
市

は
、
ア
ク
セ
ス
面
で
優
位
性
が
あ
り
、

森
林
の
中
を
走
る
と
い
う
大
会
の
特
徴

を
強
調
。
現
地
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
か

ら
は
大
会
情
報
の
収
集
手
段
や
参
加
人

数
、
ま
た
現
地
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

愛
好
家
の
皆
さ
ん
や
旅
行
会
社
は
、

大
会
だ
け
で
な
く
千
歳
の
自
然
に
も
興

味
を
示
し
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
手
法
や
参

加
者
目
線
で
課
題
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
海
外
参
加
者
の
増

加
を
図
る
う
え
で
有
益
な
情
報
を
得
る

こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

千
歳
市
内
に
は
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
関

連
施
設
が
あ
る
ほ
か
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
暑

熱
慣
熟
練
習
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
観
光
連
盟
で
は
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ

ず
、
ま
た
国
内
外
の
愛
好
家
に
よ
る
合

宿
や
大
会
の
誘
致
を
促
進
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
、
地
域
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
歳
の
魅
力
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
発
信

　
　

ス
ポ
ー
ツ
行
事
絡
め
商
品
造
成
促
す

現
地
旅
行
会
社
か
ら
も
好
感
触

Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
ラ
ソ
ン
向
け
誘
客
へ

現地では情報収集と千歳観光の

PR に努めました。



２

　

第
48
回
ち
と
せ
ホ
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン

マ
ー
チ
が
２
月
11
日
、
市
内
青
葉
公
園

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雪
の
林

道
を
滑
る
歩
く
ス
キ
ー
や
雪
合
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
冬
な
ら
で
は
の
競
技
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

千
歳
体
育
協
会
主
催
、
観
光
連
盟
が

後
援
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
歩
く
ス
キ
ー
で
は
約
80
人
の

参
加
者
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
、
清
々
し
い
雪
の
コ
ー

ス
を
滑
走
し
ま
し
た
。

　

雪
合
戦
は
12
チ
ー
ム
、
五
色
綱
引
き

は
６
チ
ー
ム
が
出
場
。
雪
合
戦
で
は
出

場
し
た
各
チ
ー
ム
が
作
戦
を
練
り
、
雪

玉
の
投
げ
方
も
工
夫
し
な
が
ら
相
手

チ
ー
ム
の
陣
形
を
崩
し
て
旗
の
奪
取
を

試
み
る
な
ど
、
白
熱
の
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
細
か
な
ル
ー
ル
も
あ
り
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
楽
し
め
る
試
合
展
開
で

し
た
。

　

冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ス
ポ
ー
ツ

環
境
に
恵
ま
れ
た
千
歳
は
、
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
連
盟
で
は
季
節
ご
と
の
多
様

な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
市
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
誘
客
促
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ
ル
「
シ
ェ
ラ
ト

ン
鹿
児
島
」
で
２
月
１
日
か
ら
３
月
31

日
ま
で
、「
指
宿
・
千
歳
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
連
盟
と
し

て
は
冷
凍
ハ
ス
カ
ッ
プ
や
イ
ク
ラ
し
ょ

う
油
漬
け
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
食
材

を
提
供
し
、
千
歳
の
食
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
に
「
千
歳
市
・
指

宿
市 

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
」
を

迎
え
る
千
歳
市
と
指
宿
市
が
食
で
コ

ラ
ボ
し
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
豊
か
な
大
地
で

育
っ
た
千
歳
の
特
産
物
と
、
指
宿
の

温
暖
な
気
候
で
育
っ
た
農
畜
水
産
物

を
、
素
材
本
来
の
お
い
し
さ
を
感
じ

ら
れ
る
シ
ン
プ
ル
か
つ
様
々
な
方
法

（
和
・
洋
・
中
、
蒸
す
・
焼
く
、
揚
げ

る
な
ど
）
で
調
理
し
た
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
3
月
31
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
民
の
皆
さ
ま

や
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ま
に「
指
宿
・

千
歳
フ
ェ
ア
」
の
料
理
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
千
歳
市

民
の
皆
さ
ま
も
鹿
児
島
に
旅
行
し
て
、

一
足
早
い
春
を
感
じ
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

白
銀
の
コ
ー
ス
滑
走
　

ホ
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
マ
ー
チ
開
催

歩
く
ス
キ
ー
、
雪
上
綱
引
き
、
雪
合
戦
で
冬
楽
し
む

千
歳
、
指
宿
産
で
メ
ニ
ュ
ー
提
供

風
土
が
育
て
た
素
材
　
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
れ

千
歳
・
指
宿
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
企
画

参加者が林間コースを滑走

フ
ェ
ア
は
３
月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す



３

能登半島地震　観光地輪島市、傷深く

日
本
海
の
豊
か
な
海
産
物
、
古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
祭
り
な
ど
、
見

る
・
体
験
す
る
・
味
わ
う
と
い
う
観
光

の
要
素
が
そ
ろ
っ
た
観
光
地
で
す
。

　

震
災
で
は
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
ま

し
た
。
中
心
街
を
歩
く
と
、
木
造
の
古

い
家
屋
を
中
心
に
倒
れ
、食
器
や
木
片
、

お
も
ち
ゃ
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
道
路

も
陥
没
し
た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き

上
が
っ
た
り
し
て
、
車
の
交
通
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
１
月

１
日
に
能
登
半
島
を

襲
っ
た
地
震
は
、
人

命
や
家
屋
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
ほ

か
、
地
域
の
産
業
、

観
光
に
も
大
き
な
損

害
が
生
じ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
９
月
の

胆
振
東
部
地
震
を
経

験
し
た
千
歳
も
、
対

岸
の
火
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
震
か
ら

２
カ
月
。
編
集
子
が

被
災
地
・
輪
島
市
を

歩
き
ま
し
た
。

　

白
米
千
枚
田
（
し

ろ
よ
ね
せ
ん
ま
い
だ
）

と
い
っ
た
名
所
や
豊

か
な
自
然
が
生
ん
だ

滝
や
海
浜
な
ど
の
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
輪
島

市
。
伝
統
工
芸
の
輪

島
塗
、
塗
り
物
体
験
、

　

観
光
地
の
一
つ
で
あ
る「
朝
市
通
り
」

は
火
災
が
発
生
し
、
一
面
が
焼
け
野
原

な
っ
て
い
ま
す
。
鉄
骨
が
並
び
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
や
焼
け
た
木
片
が
散
乱
す

る
現
状
に
、
か
つ
て
賑
わ
い
を
見
せ
た

地
域
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

避
難
所
に
は
い
ま
だ
多
く
の
人
が
身

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
が
使
え

ず
自
宅
に
住
め
な
い
な
ど
、
避
難
所
利

用
す
る
人
の
事
情
も
さ
ま
ざ
ま
。
避
難

所
を
拠
点
に
通
勤
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
土
砂
崩
れ
や
道

路
陥
没
に
よ
っ
て
陸
路
が
限
ら
れ
、
救

援
や
物
資
搬
送
に
多
大
な
影
響
が
出
ま

し
た
。
半
島
特
有
の
傾
向
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

道
内
の
市
町
村
や
観
光
地
で
も
、

周
囲
を
山
や
森
に
囲
ま
れ
、
あ
る
い

は
海
に
面
す
る
な
ど
で
交
通
手
段
が

限
ら
れ
る
地
域
が
あ
り
、
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
で
は
仮
設
住
宅
の
設
置
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
市
外
、
県
外
に
避

難
し
た
人
も
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ど
の
程
度
ま
で
再
建
で
き
る
か
は

不
透
明
で
す
。
人
が
戻
る
た
め
に
も

生
業
の
再
建
が
不
可
欠
で
す
。
観
光

に
携
わ
る
立
場
と
し
て
災
害
に
ど
う

備
え
る
か
、「
災
後
」
の
復
興
に
ど
う

向
き
合
う
か
、
今
後
学
ぶ
べ
き
教
訓

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

インフラ断絶、交通網遮断、まちの破壊　観光・地域経済に深刻な影響

輪島朝市通り周辺は火災で見る影もありません

被災地では道路の破損が多く

見られました。

大きな損壊や倒壊した建物が数多く見

られました



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

２
月
末
、
能
登
半
島
地
震
に

み
ま
わ
れ
た
輪
島
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
能
登
半
島
の
先
端
部
、

い
わ
ゆ
る
「
奥
能
登
」
に
進
む

に
つ
れ
て
、
道
路
が
歪
み
、
倒

れ
た
家
屋
が
目
立
ち
ま
す
。
倒

壊
の
危
険
を
知
ら
せ
る
た
め
行

政
が
張
っ
た
「
注
意
」
と
い
う

赤
い
紙
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
と
生
業
が
一
瞬
に

し
て
崩
さ
れ
た
元
日
。
市
外
、

県
外
に
避
難
し
た
人
も
い
て
、

住
ま
い
を
失
っ
た
な
か
で
再
び

故
郷
に
戻
り
、
生
活
を
再
建
す

る
こ
と
が
様
々
な
事
情
か
ら
難

し
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

今
号
は
こ
れ
ま
で
の
会
報
と

は
内
容
を
変
え
て
、
能
登
半
島

の
被
災
地
の
状
況
を
レ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。
全
て
を
お
伝
え
す

る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
被
災

地
の
現
状
や
災
害
に
強
い
連
携

や
地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
ひ
）

　

１
月
27
日
か
ら
２
月
13
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
、
２
０
２
４
千
歳
・
支
笏
湖
氷

濤
ま
つ
り
（
支
笏
湖
ま
つ
り
実
行
委
主

催
）
の
入
場
者
数
は
８
万
３
０
０
０
人

を
数
え
ま
し
た
。
当
初
は
２
月
25
日
ま

で
の
会
期
予
定
で
し
た
が
、
暖
気
の
影

響
で
氷
像
が
解
け
て
来
場
者
の
安
全
確

保
の
た
め
、
苦
渋
の
決
断
で
中
止
を
決

め
た
こ
と
で
、
前
年
の
10
万
３
０
０
０

人
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
来
年
は
北
国

ら
し
い
寒
気
が
、
美
し
い
氷
像
を
生
み

出
し
て
歓
喜
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

▼
支
笏
湖
湖
水
開
き
（
２
０
２
４
年

４
月
14
日
、
支
笏
湖
温
泉
）
支
笏
湖
観

光
の
幕
あ
け
を
告
げ
る
恒
例
行
事
で

す
。
神
職
が
神
前
で
祝
詞
を
奏
上
し
、

出
席
者
が
玉
串
を
捧
げ
て
、千
客
万
来
、

無
事
故
・
無
災
害
を
祈
願
し
ま
す
。
例

年
で
あ
れ
ば
地
元
商
店
街
な
ど
で
、
協

賛
行
事
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
未
定
。
支
笏
湖
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
観
光
連
盟
事
務
局
）
の
主
催
で
す
。

　

▼
サ
ケ
稚
魚
の
放
流
体
験
（
サ
ケ
の

ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
、
２
０
２
４
年

３
月
１
日
〜
５
月
31
日
ま
で
）
今
年
開

館
30
周
年
を
迎
え
た
同
水
族
館
。
放
流

体
験
は
恒
例
行
事
で
す
。
入
館
者
が
対

象
で
、
毎
日
午
前
11
時
か
ら
と
午
後
２

時
か
ら
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
予

約
不
要
、
体
験
自
体
は
無
料
で
す
が
、

入
館
者
が
対
象
な
の
で
入
館
料
が
必
要

で
す
。

　

▼
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ

ン
２
０
２
４（
２
０
２
４
年
５
月
12
日
、

苫
小
牧
市
・
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク

内
）
観
光
連
盟
が
後
援
。
ハ
ー
フ
、
７

キ
ロ
ト
レ
イ
ル
、
ペ
ア
ラ
ン
２
・
５
キ

ロ
な
ど
の
各
種
目
を
展
開
。
普
段
は
走

る
事
の
出
来
な
い
特
設
コ
ー
ス
を
走
り

ま
す
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
福
士
加
代

子
さ
ん
、
福
島
和
可
菜
さ
ん
、
阿
部
雅

司
さ
ん
、
鈴
木
靖
さ
ん
。
エ
ン
ト
リ
ー

期
間
は
３
月
24
日
ま
で
。
特
設
サ
イ
ト

か
ら
申
し
込
み
ま
す
。

　

▼
第
44
回
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ

ン
（
２
０
２
４
年
６
月
２
日
、
千
歳
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
青
葉
公

園
内
な
ど
）
千
歳
市
体
育
協
会
、
日
本

航
空
、
北
海
道
新
聞
社
主
催
。
観
光
連

盟
後
援
。
フ
ル
、17
キ
ロ
、３
キ
ロ
（
小

中
学
生
）
の
各
種
目
を
実
施
。
変
化
に

富
み
、
新
緑
の
美
し
い
林
間
コ
ー
ス
を

楽
し
め
る
、
北
海
道
を
代
表
す
る
大
会

の
ひ
と
つ
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
特
設

サ
イ
ト
か
ら
。
締
め
切
り
は
３
月
31
日

で
す
。

８
万
３
０
０
０
人
来
場

　

24
年　

千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り


